
 

    

「子ども達は未来の担い手」 

校長  織原 一浩 

 

夏休みが終わり、子ども達は元気に登校し、歓声が戻ってきました。子ども達の声が聞こえると

いうのはよいもので、学校が生きている感じがします。夏休み早々、新型コロナウイルス感染症の

罹患に伴う対応にご心配とご不安をおかけし、申し訳ありませんでした。学校再開となり、改めて

校内体制を確認し、今後の対応に努めてまいります。 

そして、２学期が始まりました。学校の主役はやはり子ども達です。子ども達の笑顔の活躍を期

待しています。 

さて、今年度より小学校では、学校で教える内容を示した新学習指導要領が全面実施されたこと

は、周知のことと思います。そこでは、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の一つ

として、言語環境の整備と言語活動の充実をあげています。そういう中で、情報網・技術の発達に

より、生活や社会環境が大きく変化し、子どもから正しく状況を話す言葉や技能を奪ったり、言葉

のキャッチボールをする楽しさを見失わせたりしているのではないかと考えます。 

また、昨年の消費税の引き上げ、そして新型コロナウイルス感染症拡大防止で、キャッシュレス

が一気に進みました。見える景色は大きく変わりました。スマートフォン（スマホ）で駅の改札を

通過、ICカードでコンビニや自動販売機の支払いをする。お年玉や結婚式のご祝儀も電子マネー対

応とも聞きます。これらは、科学技術の進展のほんの一部に過ぎません。スマホが世に現れて、ま

だ１０年あまりですが、すさまじい進展でパソコンを常に手にしているような生活スタイルです。

未来社会のコンセプトとして、Society5.0といわれています。ICTやIoTなどのデジタル革新により

「社会のありよう」を変えることによって、社会が抱える様々な課題を解決しようとする包括的な

コンセプトです。 

令和に生きる子ども達は、生まれた時からパソコンやスマホなどが身近にあり、インターネット

を使ったゲームや通信などを自由自在にこなして成長しています。画像や動画などが簡単に手に入

りやすく、自らの興味・関心に応じて様々な知識を身につけることができます。 

その一方で、信頼性の低い情報を鵜呑みにしたり、顔が見えない相手との通信等で危険な状況に

追い込まれたり、通信方法を間違えて大切な友だちから信頼を失うなど負の部分もあります。さら

に多くの人と話し合い協働することが苦手で、知識はあるがコミュニケーションがうまく取れず人

間関係を築く力が身につかずに大人になってしまうことも心配されます。 

そんな時代に生きる子ども達に必要な資質・能力は何でしょうか。コミュニケーション能力と自

らの考えを発信できる言語力（日本語や外国語）が必要だと考えます。そのために、多くの体験を

通して確実な知識や技能を身につけ、様々な人と関わり、価値観や考えに触れ、深く考えることが

大切です。言葉を使って「説明する」「伝え合う」「討論する」等の言語活動を通して、言葉を交わ

したり、情報を伝えたりするだけではなく、心の関わり合いや通い合いを大切にした言葉のやり取

りに学校でも取り組んでいます。 

今後、「一人一台端末整備（タブレット型パソコン等のICT教育機器）」を目指したGIGAスクール

構想により、テクノロジーを活用した情報教育が推進されていきます。学校では、日々の教育活動

にICT機器の利活用が求められます。新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応においても、注目

されるところです。これまでの教育で培ってきた良さを継承し、新しい環境の中で子どもたちがた

くましく幸せに生きるために必要な能力を育てていきたいと考えます。子どもたちが様々なことに

関わり、「心が通い合う会話」を楽しみ、よりたくさんの成長を実感できる実り多い学校生活を送

れるよう支援してまいります。 

２学期も、これまで同様、本校の教育活動に対し、皆様のご理解とご支援をどうぞよろしくお願い

いたします。 
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＜お知らせとお願い＞ 

新型コロナウイルス感染症に係る連絡・相談について 
児童及び同居人の方が PCR 検査を受ける(症状の有無に関わらず)際また受診後、その状況及びそして

結果を速やかに、連絡、相談をお願いします。 
 

【本校専用電話】０７０－２４８３－８４５４（夜間・休日もこちらへお願いします。） 

個人面談（９月２９日，３０日，１０月１日，２日，５日）について 
延期となっておりました個人面談を上記の日程で実施いたします。 

詳細については、別紙（本日配付）を、ご確認ください。 

学校における「新しい生活様式」 相模台小学校の１日 
教育活動 感染防止対策 

登 下 校 ・原則、マスクの着用を推奨していますが、熱中症予防の観点から、着脱については、

自己判断できるよう発達段階に応じて指導しています。 

朝の健康観察 ・教室に入る前に、健康観察カードを教員が確認し、健康観察を行います。 

・カードを忘れた児童は、学校で検温をし、健康観察を行います。 

授 業 ・児童及び教員は全員マスクを着用します。 

・一人ひとりの机の間隔を取り、対面にならないように工夫しています。 

・マスクの着用を徹底し、短時間での少人数によるグループ活動を行います。 

・校庭での体育の授業の際は、子どもたちはマスクを外します。 

密にならないように距離を確保して、活動しています。 

※教員は、マスクやマウスシールドを着用して指導します。 

・音楽の授業では、マスクをつけた状態での歌唱指導を９月から始める予定です。 

小グループごとに３密にならない環境を作って指導していきます。 

休み時間 ・２０分休みやお昼休みは、校庭に出て活動することができます。 

校庭を区分けしたり、校庭に出られるクラスを限定したりと、密にならない工夫を

しています。 

・校庭で活動する際は、原則、マスクを着用しますが、熱中症予防の観点から、マス

クの着脱については、状況に応じた判断ができるように指導しています。 

・活動後は、手洗い・うがいをしっかりと行います。 

給 食 ・配膳については、手洗い・うがいを丁寧に行い、少人数で配膳をします。 

・配膳中は全員マスクを着用します。 

・机の消毒は教員が行います。 

・食事中は、会話をせずに、静かに食事をします。 

・片付けも全員マスクを着用し、密にならないように、少ない人数で行います。 

清 掃 ・ほうき等の共用物は、放課後、必要に応じて教員が消毒します。 

・トイレの清掃・消毒は教員が行います。 

・放課後、教室の消毒を教員が行います。 

・活動前後は、手洗い・うがいをしっかりと行います。 

集会活動 ・WEB 会議システムを活用して、体育館に集まることなく、始業式や終業式、全校

朝会を教室で行います。 

※今後も、子どもたちの安全を第一に考えて、教育活動を進めて参ります。 

ご不明な点やご心配なこと等がありましたら、お気軽に学校までご相談ください。 

９月の土曜日授業について（再度確認）  

９月５日（土）９月１９日（土） 全学年４時間授業 給食なし １１時５０分下校予定 

９月の生活目標   『すすんであいさつをしよう』 
夏休みが終わり、子どもたちの元気な姿が学校に戻ってきました。 

９月の生活目標は『すすんであいさつをしよう』です。挨拶は人と人とをつなげるきっかけとなります。 

学期始めに、しっかりと挨拶をする習慣を確認し、自らすすんで挨拶ができるように指導していきます。 

今後のスクールカウンセラー来校日 
９月８日（火）、２９日（火）、１０月１３日（火）、２７日（火）、１１月１０日（火）、２４日（火）１２月８日（火）、２２日（火） 


